
５ 環境保全対策部会における汚染地下水の実態解明調査５ 環境保全対策部会における汚染地下水の実態解明調査５ 環境保全対策部会における汚染地下水の実態解明調査５ 環境保全対策部会における汚染地下水の実態解明調査

（１）蒲の沢などでは汚水の滲出が続いており、また地下水の汚染も認められるため、

処分場全体の環境保全対策を講ずる上で専門的な調査が必要となったことから、平

成１２年６月に、秋田大学の専門家をメンバーとする「能代産業廃棄物処理センタ

ーに係る環境保全対策部会（以下「環境保全対策部会」という 」を設置し、既存。）

資料や平成１２年度以降に実施した地下水位調査（観測井戸１４カ所設置）や高密

度電気探査（５測線）などを基に、「遮水壁の有効性の調査検討」や「環境保全対

策に関する検討」を行ってきている。

（２）平成１５年４月の環境保全対策部会の「中間報告」では、次のように取りまとめ

られており、また、平成１５年度における水理地質構造解析結果等においても、同

様の傾向が示されている。

【水理地質構造解析結果等】

○ 地下水位調査に基づく水理地質構造解析結果では、図－４の「地下水流

向状況図」に示すとおり、遮水壁内の浸出水の影響を受けた汚染地下水

は、遮水壁の内側を東に向かって流れ、遮水壁の東端を迂回した後に、北

東部の蒲の沢・南沢方向に向かって流れていると推定される。また、高密

度電気探査により、処分場の浸出水の影響を強く受けた(電解質を多く含

む。)地下水が遮水壁の東端部から蒲の沢まで広がっており、遮水壁東端

部を迂回して処分場敷地内から蒲の沢方向に向かって流れていることを示

唆している。

【地下水調査結果等】

○ 観測井戸等における地下水調査結果は、図－５の「地下水質の経年変

化」に示すとおり、総じて減少若しくは横ばい傾向を示している。

○ 処分場内に設置している汚染地下水を汲み上げる揚水井戸については一

時的なＶＯＣ（トリクロロエチレン等の揮発性有機化合物）の濃度の増加

傾向が認められ、その後は低下し、概ね低い濃度に落ち着いてきているも

のの、依然としてＶＯＣが検出されている状況となっている。

○ なお、揚水井戸においては、一旦上昇した汚染物質濃度が減少傾向に転

じていることから、揚水井戸による汚染地下水の汲み上げは、地下水の浄

化に寄与しているだけでなく、蒲の沢や南沢、大館沢における汚染地下水

の濃度も減少傾向を示していることから、汚染地下水の揚水井戸としての

機能も有効に働いていると評価できる。

【遮水性等】

○ 事業者が設置した遮水壁については、既存資料や新たに実施した高密度

電気探査の結果、さらには新設した観測井戸を含む地下水の水質調査結果

等からみて、その汚染拡散防止の効果として有効に機能していることが確
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認できる。

○ 遮水層の基盤となる粘土層（Ｄｃ２層）は、難透水性で水平方向への連

続性に富むことから、汚染地下水が賦存する第一帯水層の底面遮水層とし

て機能しており、下位の第二帯水層への汚染拡散を防止する役割を果たし

ている。また、第一帯水層と第二帯水層の地下水面の水位差は、図－６の

「観測井戸における地下水位連続観測結果」に示すとおり、最大で約１５

ｍもあることからも、極めて高い遮水機能を有するものと考えられる。
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図－５－１ 地下水質(揚水井戸)の経年変化
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